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６月１日のウクライナ情報 
安斎育郎 

❶ サッチャーの弁─EU がロシアを恨む訳（２０２４年５月２６日） 

 サッチャーは、なぜロンドン、そして今の EU がロシアを憎むのか、それはロシアがあらゆる資源を持っている

こと、そしてロシア人が 1700 年代以来西側諸国による植民地化を拒否しているからであると説明している。 

盗みたいという欲求を最も創造的に表現したもの。 

ヨーロッパは 1800 年代初頭までに資源を使い果たし、その後世界の資源を荒廃させました。 

グローバリズムと植民地主義の根本原因は略奪の必要性です。 

平均的なヨーロッパ人が何が起こっているのか全く理解できないのも不思議ではありません。それはすべて

民主主義と自由を守るためだと言われています。 

だからこそ、アングロサクソン人がロシアがヨーロッパを侵略しようとしていると主張するのは非常に愚かな

のです。 

ロシアはモロッコを侵略しようとしているのと同じように、ヨーロッパを侵略しようとしているのではありま

せん。 

ロシアは資源に乏しいヨーロッパを侵略したいという願望を一度も持ったことはない。何のために？ 

サッチャーによれば、ロシアは世界で最も裕福な国だという。そしてこれが彼らがロシアを嫌う本当の理由

だ。そしてプーチン大統領はそれとは何の関係もない。 

https://x.com/i/status/1794654107455963329 

 

https://x.com/shift47ym/status/1794654107455963329?s=09 

 

❷ ロシア・ウクライナ参加の和平協議、中国が仲介可能 ラブロフ氏（2024 年 05 月

30 日） 
 [３０日 ロイター] - ロシアのラブロフ外相は、ロシアとウクライナ双方が参加する和平協議を中国

が仲介できると述べた。ロシア通信（ＲＩＡ）が３０日に報じた。 

https://x.com/i/status/1794654107455963329
https://x.com/shift47ym/status/1794654107455963329?s=09
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ラブロフ氏は、こうした動きはウクライナ危機の解決に向けた中国の継続的な取り組みの一環にな

ると説明した。 

「まず紛争の根本原因に対処し、全ての当事者の法的利益を保護し、その後の合意は平等かつ不可

分な安全保障の原則に基づく必要があるという（中国の）立場をわれわれは共有している」と述べた。 

同氏は米政府のウクライナ支援について、ウクライナ政府の「犯罪の共犯者」になったと批判。とりわ

け、ウクライナに核兵器が搭載可能なＦ１６戦闘機を供与する計画は 北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）によ

る「示唆的な行動」だと指摘した。 

「米国とＮＡＴＯはウクライナで手段を選ばないとわれわれに伝えようとしている」とした。 

その上で、現在ベラルーシと実施している「非戦略核兵器使用」に関する軍事演習が、敵国に「さら

なる核エスカレーションの壊滅的結果」を思い出させることで「多少の判断がつくようになる」と期待

すると語った。 

ラブロフ氏は米国が中東でも「紛争の炎をあおり立てている」と批判した。 

© ロイター 

https://nordot.app/1168765292975506119?c=1000687965804347392 

 

❸ 【ウクライナ兵たちの会話】（２０２４年５月２９日） 

 「部隊で生き残ったのは 20%だ。あとはみんな死んだ。遺体の回収さえ許されなかった」 

「なんでダメなんだ？」 

「1 センターボも払いたくないのさ」 

「通りでとっ捕まって、牧場に連れて行かれ、戦線に送られる、それだけだ」 

「装備も武器もなく...」 

https://x.com/i/status/1795960298106482736 

 

 
https://x.com/Kumi_japonesa/status/1795960298106482736?s=09 

 

❹ダグラス・マクレガー、イギリスを批判（２０２４年５月２９日） 
「イギリス国民は、ロシアがかなり本気であることを理解する必要がある。もし実際に、ウクライナ人

https://nordot.app/1168765292975506119?c=1000687965804347392
https://x.com/i/status/1795960298106482736
https://x.com/Kumi_japonesa/status/1795960298106482736?s=09
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がロシアのインフラを破壊し、ロシア市民を殺すことができるように、大量の攻撃兵器をウクライナに

供給すれば、英国はその代償を払うことになる。」 

Campus Turmoil, Global Tensions & Ukraine's Uncertain Future- Brian Rose & 

Colonel Douglas Macgregor からロシアに関する箇所を編集し日本語字幕をつけました。 

https://x.com/i/status/1796019436442505538 

 
https://x.com/4mYeeFHhA6H1OnF/status/1796019436442505538?s=09 

 

❺ イタリアの五つ星運動党首の警告（２０２４年５月３０日） 
世界は第三次世界大戦の瀬戸際にあるが、イタリアでは選挙が控えているため、そのことを話した

がらない、とイタリアの五つ星運動党首、ジュゼッペ・コンテは語った。 

https://x.com/i/status/1795861103085334738 

 

https://x.com/tobimono2/status/1795861103085334738?s=09 

 

❻ 「騙されていたことに気づいた」（２０２４年５月３０日） 
Pravda 特派員ダリア・アスラモヴァはロシア軍に亡命した元ウクライナ軍兵士たちに話を聞いた 

キエフ地方出身のアレクセイは 「私は祖国の政治を支持しない。彼らはいかに私腹を肥やすか、つ

まり他人の悲しみから利益を得ることしか考えていない」と言う。 

https://x.com/i/status/1796019436442505538
https://x.com/4mYeeFHhA6H1OnF/status/1796019436442505538?s=09
https://x.com/i/status/1795861103085334738
https://x.com/tobimono2/status/1795861103085334738?s=09
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https://x.com/tobimono2/status/1795820984085459439?s=09 

 

❼ドイツの地方選挙結果（２０２４年５月２９日） 
 ウクライナ支援打ち切り、ロシアとの交渉開始を主張するドイツの新党サラ・ヴァーゲンクネヒトの

「理性と正義の連合」が、ドイツの地方選挙（ブライヒェロッド（テューリンゲン州）の州知事選挙）で初勝

利を収めた。この選挙は「理性と正義の連合」の候補者が初めて参加した選挙であった。 

 

https://x.com/tobimono2/status/1795474422410977786?s=09 

※安斎注：戦争か平和か？ 

 

❽プーチン大統領、ハリコフ近郊での出来事について（２０２４年５月２９日） 

 「ハリコフ郊外での出来事を中心にすべてが動いている。 この地域の出来事を誘発したのは彼ら

だ。 私は半年前に、もし彼らが住宅地を攻撃し続けるのであれば、安全地帯を作らざるを得ないと公

言した。 私たちはそのために動き出した。 まず、ドンバスで我々を挑発し、武力によって平和をもた

らそうとさせ、交渉の際には我々を欺いた。 

それから、われわれは彼らに、われわれの領土を侵略するな、ベルゴロドや他の隣接する領土を砲

撃するな、さもなければ、われわれは安全地帯を作らざるを得なくなると警告した」とプーチンはタシ

ケントで記者の質問に答えた。 

https://x.com/i/status/1795448052104184061 

https://x.com/tobimono2/status/1795820984085459439?s=09
https://x.com/tobimono2/status/1795474422410977786?s=09
https://x.com/i/status/1795448052104184061
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https://x.com/Z58633894/status/1795448052104184061?s=09 

 

❾50 万人のウクライナ人が無駄死に - ジェフリー・サックス（２０２４年５月２９日） 
 タッカー・カールソンは、『タイム』誌が「世界で最も影響力のある 100 人」に 2 度選んだアメリカの

経済学者にインタビューした。 サックスは、ウクライナ過激派の死傷者数を引き合いに出して英語圏

の視聴者に衝撃を与え、ワシントンがロシアと交渉しない理由も説明した。 

米国当局は、ハッタリや戦力や財政の優越によって自分たちの思い通りになることを期待してい

た。 自分たちではなく、他人の命、他人の国、他人の金に賭けたのだ。 

https://x.com/i/status/1795583299647308219 

 

https://x.com/Z58633894/status/1795583299647308219?s=09 

 

❿Noctice Draven さんの見立て（２０２４年５月２８日） 
新しい風が吹き、新しい秩序がやってくる。あなたがそれを好むかどうかは関係なく、あなたがそれ

を認めるかどうかも重要ではない。ロシアと中国が世界を新しい時代へと導いているのだ。 

あなたが見たり、聞いたり、感じたりしている混乱は、西側諸国が死に物狂いで癇癪を起こしている

のだ。だからといって、アメリカや西側諸国が滅びたり、存在しなくなったりするわけではない。これ

は、ロシアや中国が望んでいることではなく、単に彼らが国際的なテーブルに、上司としてではなく、

https://x.com/Z58633894/status/1795448052104184061?s=09
https://x.com/i/status/1795583299647308219
https://x.com/Z58633894/status/1795583299647308219?s=09
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対等な立場で座ることを余儀なくされるということなのだ。 

多極化した世界秩序は到来しつつあり、私たちはその前段階にいる。実際、帝国が最も危険なのは

崩壊の直前であり、自暴自棄になり、論理から離れるときである。 

西側はエスカレートし、扇動し、挑発する。それは、あらゆるレベルで負けているからだ。西側諸国は

内部から、文化的に劣化し、経済的に劣化し、分裂が進む。 

指導者たちは国民を売り渡し、自暴自棄で貪欲な西側の指導者たちが、戦争が唯一の選択肢だと

気づくときが来れば、彼らは失望するだろう。彼らが虐待してきた人々は分断され、壊れ、散り散りに

なる。リベラル、保守、民主、共和、幻滅の部族が放浪する。殺到し、文化的に混ざり合った国民、移民

で満たされた国家は、彼らが住む国の文化に対する価値観を持たない。 

https://x.com/i/status/1795371292843024690 

 

https://x.com/DravenNoctis/status/1795371292843024690?s=09 

 

⓫【Russia News】5/25 土曜版（ニキータ、２０２４年５月２８日） 
https://youtu.be/nC0gmAYIeCY 

 

https://www.youtube.com/watch?v=nC0gmAYIeCY 

 

https://x.com/i/status/1795371292843024690
https://x.com/DravenNoctis/status/1795371292843024690?s=09
https://youtu.be/nC0gmAYIeCY
https://www.youtube.com/watch?v=nC0gmAYIeCY

